新中学１年生の保護者の方へ
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今年度スタートの新学習指導要領は、親世代※と比べて
授業時間は１・３倍、学習する英単語数は最大２倍に！
※平成10年版 中学校学習指導要領との比較
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中学校の英語が大きく変わった！中学１年生は、英語学習「４年目」です！
小学校で習った英語がしっかりに身についていますか？
昨年の小学校指導要領改訂に引き続き、この春、中学校でも学習指導要領が改訂され、新しいカリキュラムの授業が始まりました。例えば、中学１年生の英語は、【小学５年生からの英語学習を前提とした発展的内容】に変わります。つまり、中学入学時点から、ある程度、英語が読めて、書けて、会話ができるという事が前提の授業になるのです。さらに、中学３年間で学習する単語数も従来より大きく増加します。しかし、昨年度はコロナによる休校もあり、小学校で英語の授業が十分に行えない状況がありました。このままの状態で難しくなった中学英語の学習に進むと、中学１年生の早い時期から英語への苦手意識ができる恐れがあります。
英語だけじゃない！各学年で扱う単元が変更、高校の範囲も登場！
新指導要領では、各学年で学習する単元の配置変更があり、これまで上の学年で学習していたことが、下の学年へ降りてきます。加えて、指導要領改訂の初年度は、改訂により生じたギャップを埋めるため、全教科で新たに覚えなくてはいけない事柄が大量に出てきます。特に、日々の知識の積み重ねが大切な英語・数学は、一度つまずくと取り戻すのは大変です。この変化に対応するために、しっかりとした準備が必要です。
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数学 ・資料の活用／代表値など（中１から）

・素因数分解（中３から）

・用語「累積度数」（高・数Ⅰから）

・確率の意味（中２から）

・用語「反例」（高・数Ⅰから）

・四分位範囲（高・数Ⅰから）

・箱ひげ図（高・数Ⅰから）


「勉強」に、「まだ1年生だから」は通じません。
中学生になった「今」がベストなスタート時期です。下のグラフをご覧ください。子ども達が「勉強が嫌いになったのはいつか」を調査した、ベネッセ教育総合研究所の資料（2016）です。
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「わからなくなってから」ではチャンスを狭めます。
勉強「嫌い」が１年間で「好き」になるケースは“１割”です。


１．目標を定めます　
勉強に限らず何事においてもまずは目標を定めることが大切です。１年生の早い時期から志望校を決めてそれに向かって勉強すればやる気も出ます。志望校決定は早ければ早いほど、志望校目標は高いほど、勉強意欲も高まります。

２．定期試験対策～定期試験で高得点を獲得するために　
試験開始日２週間前より試験対策授業を行います。この期間は通常受講していない教科も試験対策の期間だけ受講することが出来ます。たとえば通常は英語と数学だけを受講している場合は、理科と社会を受講し、さらに苦手科目も追加することも出来ます。

３．平常点対策～しっかりと授業を受けるために　
まずは、塾に通う姿勢を重視します。遅刻、宿題、授業中の姿勢など、生徒達の「基本動作・学習姿勢」を疎かにしないで指導します。また、生徒面談・日頃の声がけで、学校での学習の様子を常に確認しています。

学習面では、学校の授業をしっかりと受けることが出来るように、学校で習うより少し先の単元を塾で学習し、英単語、漢字のルーチン試験を毎回行い、授業ごとに家庭学習(宿題)を必ず出します。また、確認試験を行い、前回、学習した内容の定着度合いを測り、授業内容を確実に習得します。

ただいま学びの森J-STUDIOでは

無料個別相談会
無料体験授業
受付中！

＊中学校での勉強のやり方、中学生としての毎日の生活のこと、
お気軽にお問合せください。




今までは中学3年間で約1,200語の単語を学んでいましたが、これからは小学校で学ぶ約600～700語に加えて、中学校で約1,600～1,800語を学びます。つまり、合わせて最大2,500語の単語を学び、高校入試に臨む必要があるのです。





≪ 指導要領改訂による、学習内容の学年配当変更例 ≫ ※（ ）内は改訂前の配当学年








小学６年生から中学１年生にかけて、勉強が「嫌い」が急増しています。中学校のスタート時点でしっかりと予習・復習の習慣がついていないために、授業内容が分からなくなるからです。





中学２年生で「嫌い」が急増するのは,


中１の学習がおろそかにされていたからです。


英語・数学は、２年生から難度が更に上がります。１年生での基盤が弱いと理解が困難になり、苦手になってしまうのです。





●●学習塾の生徒面談


・　志望校の決定　　　 「行ける学校」ではなく、｢行きたい学校｣を目標とする。


・　具体的目標の設定　内申点の目標　定期試験の目標　具体的学習姿勢の目標








●●学習塾の試験対策


・　定期試験前の面談では前回の得点と比較しながら、目標を設定します。


・　また、学習習慣・生活習慣の目標も設定し、学習に対する基本動作を育てます。


・　各中学校の定期試験の過去問題を参考にそれぞれの学校に応じた問題を演習します。


・　期間中は自習室を開放しています。








●●学習塾の平常点対策


・　遅刻をしない、忘れ物をしない、宿題をやってくる、など、生徒達の「基本動作・学習姿勢」を大切にします。


・　学校での課題を提出しているか、授業をしっかり聞いているかなどを生徒面談で確認します。もちろん、日々の声かけも欠かしません。









